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(57)【要約】
　本発明は、ユーザの動作に応じて、絵画的イメージの
形態で装飾的パターンを形成する光学手段を有する時計
（４０）を開示している。この絵画的イメージを形成す
る光学手段は、２つの主面（１０、１１）と少なくとも
１つの側面（１２）を有する光学ガイド（１、５１）を
有する。各々が少なくとも１つの光反射面（２０）を有
する光導出部（１９）は、少なくとも１つの主面（１１
）に配置される。光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）は、反
射面（２０）の方向に、光学ガイドの側面（１２）を介
して光を放射するよう配置される。かくして、各反射面
は、反射した光ビームを引き起こし、絵画的イメージを
形成する光ビームの組を所定の方向に形成し、これは、
中央平面に対して法線として選択される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　内部に光学装置を収納するケース（４１）を有する電子機器において、
　　　前記光学装置は、ケースに対し、第１所定方向に絵画的イメージを形成し、
　　　前記光学装置は、
　　　　光学ガイド（１、５１）と、
　　　　光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）と、
　　　　複数個の光導出部（１９）のネットワークと
を有し、
　　　前記光学ガイドは、２つの主面（１０、１１）と側面（１２）とを有し、
　　　前記光源は、前記光学ガイド内に光を放射し、前記放射された光は、前記主面の一
つ上に配置された光導出部と共働して、絵画的イメージを形成し、
　　　光導出部の第１ネットワークは、第１の絵画的イメージに対応し、
　　　光導出部の第２ネットワークは、第２の絵画的イメージに対応し、
　　　前記光導出部は、反射面あるいは透過面（２０）を有する所定の幾何学形状を有し
、対応する光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）に所定の角度で向かい合うような方向の法線（
ｎ）を有し、
　　　前記光源から放射された光ビームの組は、光導出部のネットワーク（１９）により
反射されたり透過されたりして、光ビームのネットワークを形成し、観測者の方向に対応
する絵画的イメージを生成し、
　　　前記光源は、光学ガイドの側面近傍に配置され、
　　　前記光源は、所定方向に光を放射し、
　　　前記光は、反射面（２０）で反射し、光導出部の対応するネットワークの透過表面
を透過し、
　　　前記複数の光導出部のネットワークが、順次照射される
ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　　　前記光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）は、所定の方向に向いて前記側面（１２）に向
いて配置され、前記光学ガイド（１）の内側で光を放射し、対応する絵画的イメージを形
成するために、前記反射面あるいは透過面と共働する
ことを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　　　前記光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）は、前記主面（１０、１１）の１つに直交する
方向を向いている
ことを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項４】
　　　第１光源（８）と、第２光源（８）とを有し、
　　　前記第１光源（８）は、光導出部の第１ネットワーク（１９）の反射面（１０）で
反射し、あるいは透過面で透過するよう所定方向に発光し、
　　　前記第２光源（８）は、光導出部の第２ネットワーク（１９）の反射面（１０）上
で反射し、あるいは透過面で透過するよう所定方向に発光し、
　　　前記光源（８）は、順番に電源が入る
ことを特徴とする請求項１－３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】
　　　少なくとも第１と第２の光源（８、８ａ、８ｂ、８ｃ）と、追加手段（５２、５４
、５５）とをさらに有し、
　　　前記第１と第２の光源は、異なる方向に沿って光学ガイド（５１）内で光を放射し
、
　　　前記追加手段は、前記光導出部が交互に第１と第２の光源と共働するよう光学ガイ
ド（５１）を回転駆動する
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ことを特徴とする請求項１－３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
　　　前記第１と第２の光源のそれぞれの色は、異なる
ことを特徴とする請求項４あるいは５に記載の電子機器。
【請求項７】
　　　各光源（８）は、複数の色で発光する
ことを特徴とする請求項１－５のいずれかに記載の電子機器。
【請求項８】
　　　前記光導出部の第１ネットワークは、第１光学ガイドに配置され、
　　　前記光導出部の第２ネットワークは、第２光学ガイドに配置され、
　　　前記第１光学ガイドと前記第２光学ガイドとは、重複する
ことを特徴とする請求項１－７のいずれかに記載の電子機器。
【請求項９】
　　　前記第１と第２の光導出部ネットワークは、前記光学ガイド（１）の主面上で織り
ななす
ことを特徴とする請求項１－７のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１０】
　　　前記光学装置は、複数個の光導出部のネットワークを有し、
　　　それらの幾何学的形状は、関連する絵画的イメージが異なる方向に形成されるよう
形成される
ことを特徴とする請求項１－９のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１１】
　　　前記絵画的イメージは、立体画像を形成するよう規定される
ことを特徴とする請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１２】
　　　電子装置は、時計（４０）であり、
　　　前記時計において、ケース（４１）は、ガラス（４３）で封止され、
　　　前記光学装置は、前記ケース内に収納されて、前記絵画的イメージが前記ガラスを
通して見える
ことを特徴とする請求項１－１１のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１３】
　　　文字板（１２）をさらに有し、
　　　前記文字板（１２）上方に光学ガイド（１、５１）が配置される
ことを特徴とする請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１４】
　　　前記光学ガイド（１、５１）は、前記文字板の機能を実行する
ことを特徴とする請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１５】
　　　前記光学ガイド（１、５１）は、前記ガラスの機能を実行する
ことを特徴とする請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１６】
　　　前記ケースは、ベゼル（４２）を有し、
　　　前記光源（８）は、少なくとも一部が前記ベゼルの下に配置される
ことを特徴とする請求項１２－１５のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１７】
　　　時計ムーブメントとアナログ表示装置とが具備され、
　　　前記光学ガイドは、表示針（３、４）のパイプが通過できるような開口を有し、
　　　前記光学ガイドは、前記パイプの１つの上に固定搭載される
ことを特徴とする請求項１２に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は、ガラスにより封止されたケースと、ガラスを通して見える絵画的イメー
ジをその中に形成する光学素子とを収納した時計のような電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　この種の時計は、従来公知である。例えば、特許文献１は、着色した装飾的パター
ンを表示する装置を有する時計を開示する。この文献によれば、装飾的パターンが、プリ
ントされたフィルムと時計のガラスとの間に配置された光学バルブを有する。この光学バ
ルブは、電気エネルギーが供給されていない時は、暗く見え、供給されている時は、透明
となり装飾的パターンを見ることができるようにする。
【０００３】
【特許文献１】欧州特許出願第０７８６６８５号明細書
【０００４】
　　　このシステムにはいくつかの欠点がある、特に製造コストが高いことである。光学
バルブは、液晶セル内に形成される。この液晶セルは、液晶を極性化するために、各主表
面に透明電極を具備する。セルの面に電極を配置するには、無視できないコストの製造方
法が必要である。特に、一般的に用いられる安価な装置の場合には、特にコストが問題と
なる。さらにこの光学システムは、液晶を制御する電極に電気的パワーを与える電気的接
続を形成することは、非常に複雑な構造となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　　　本発明の目的は、前記従来技術の欠点を解決することである。本発明は、低コスト
で実現できる装飾的パターンを表示する、特に時計用の表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　　　かくして、本発明は、特に前述した種類の、光学装置がさらに第１光学ガイドと複
数個の光導出部とを有する時計を提供する。前記光学ガイドは、２つの主面と側面とを有
し、前記複数個の光導出部は、前記主面の一つ上に配置され、各光導出部は、少なくとも
１つの反射面を有する所定の幾何学形状を有する。本発明の光学装置は、さらに、所定方
向に、前記側面に面して配置されて、前記光学ガイド内に光を放射する少なくとも１つの
光源を有し、前記反射面と共同して、前記光導出部の幾何学形状の関数として直接に規定
された絵画的イメージを、光を反射面に反射させることにより形成する。
【０００７】
　　　本発明の光導出部は、光取り出し表面として、反射面の代わりに、少なくとも１個
の透過面を有する。
【０００８】
　　本発明は、特に、内部に光学装置を収納するケースを有する電子機器を提案する。前
記光学装置は、ケースに対し、第１所定方向に絵画的イメージを形成し、前記光学ガイド
は、２つの主面と側面とを有し、前記光源は、前記光学ガイド内に光を放射し、前記放射
された光は、前記主面の一つ上に配置された光導出部と共働して、絵画的イメージを形成
し、光導出部の第１ネットワークは、第１の絵画的イメージに対応し、光導出部の第２ネ
ットワークは、第２の絵画的イメージに対応し、前記光導出部は、反射面あるいは透過面
を有する所定の幾何学形状を有し、前記光源から放射された光ビームの組は、光導出部の
ネットワークにより反射されたり透過されたりして、光ビームのネットワークを形成し、
観測者の方向に対応する絵画的イメージを生成し、前記光源は、光学ガイドの側面近傍に
配置され、前記光源は、所定方向に光を放射し、その光は、反射面で反射し、光導出部の
対応するネットワークの透過表面を透過し、前記複数の光導出部のネットワークが、順次
照射される。
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【０００９】
　　　本発明の電子装置の他の利点は、特許請求の範囲に記載した通りである。
【００１０】
　　　本発明の光学ガイドは、時計の文字板の上に配置され文字板の機能を行うか、ある
いは時計のガラスに直接形成される。
【００１１】
　　　光源は、ケースの周囲に配置され、ガラスを通して見ることができないようにして
美覚を高めるようにしている。
【００１２】
　　　上記の特徴により、本発明の時計は、ユーザにとって魅力的な外観を有する。装飾
的パターンあるいは絵画的イメージは、光源にパワーが与えられた時に光り、与えられな
い時には、光学ガイドを見ることができない。
【００１３】
　　　前記の光学装置のさまざまな変形例も工夫することができる。
【００１４】
　　　特に、多色の絵画的イメージでは、光学ガイド内の光導出部の複数の群あるいはネ
ットワークを形成することにより、形成される。各光導出部の群は、それぞれの光源に関
連付けら（接続さ）れている。
【００１５】
　　　さらにまた、単色あるいは多色の動画パターンも、前記の変形例に基づいて、光源
を順にパワーを入れることにより表示される。
【００１６】
　　　さまざまな光導出部群が、光学ガイドのさまざまな領域に配置する、あるいは同一
領域で組み合わされる。別の構成として、複数の光学ガイドを重ねて、各光学ガイドが少
なくとも１個の光導出部群を具備することもできる。
【００１７】
　　　他の変形例は、以下の説明でさらに詳述する。
【実施例】
【００１８】
　　　図１、２は、それぞれ本発明の光学ガイド１の斜視図と断面図を示す。
【００１９】
　　　図１は、時計の光学ガイド（導波路）１の配置を示す。すなわち、文字板２と時針
３と分針4の位置関係を示す。文字板２と時針３と分針4は、従来のもので、文字板２は、
一時間の位置を示す時間記号５を具備する。
【００２０】
　　　文字板２と光学ガイド１は、それぞれ中央開口６、７を有する。この開口を、時針
３と分針４（即ち、時針歯車とキャノン・ピニオン（図示せず））の駆動手段が、貫通す
る。
【００２１】
　　　図１に示す実施例において、光学ガイド１は、同一色のあるいは異なる色の３個の
ダイオード８と共に働いて、時計の文字板２上方で絵画的イメージが見えるようにする。
【００２２】
　　　本発明の観点からすると、１個のダイオード８でも、以下に述べる光導出部１９の
ネットワークと共働して、絵画的イメージを形成するのに十分である。
【００２３】
　　　各ダイオード８により放射された光ビームと光学ガイド１との間の光学結合は、入
光表面９を通して行われる。入光表面９は、円板ケースの一部の形状を有し、ダイオード
から放射された光ビームは、入口で光学ガイド内に透過する（入る）。かくして、光ビー
ムの角度開口は大きく、光学ガイド１の表面の大部分をカバーする。
【００２４】
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　　　光学ガイド１は、主表面１０、１１を有する。主表面１０、１１は、互いに側面１
２により結合される。この側面１２は、リング形状をしている。入光表面９は、側面１２
に配置される。
【００２５】
　　　図１の光学システムの動作原理を図２に示す。同図は、光学ガイド１がダイオード
８の１つを横切る面に沿った横方向断面図である。
【００２６】
　　　本発明によれば、光学ガイド１は、複数の光導出部１９を有する。そのうちの１個
のみを図２に示す。この光導出部１９は、文字板２に置かれた主表面１１上に配置される
。
【００２７】
　　　光導出部１９は、少なくとも１個の反射面２０を有し、主表面１０上の所定のネッ
トワークに従って分散配置される。このネットワークは、非常に細かい絵画的イメージに
対応するよう規定される。
【００２８】
　　　反射面２０は、法線（ｎ）を有し、所定の角度でダイオード８に向いている。かく
して、ダイオード８から放射された光ビームの一部は反射面２０に入る。反射面２０には
、直接、又は主表面１０と主表面１０の少なくとも一方で複数回の反射後に、入る。
【００２９】
　　　反射面２０と相互作用する光ビームの比率は、光導出部の形状パラメータ、特にダ
イオード８と反射面２０との間の距離と光導出部１９の光学ガイド１の厚みに対する高さ
に従って、調整される。当業者は、これらのパラメータを必要によって調整することは容
易に可能である。
【００３０】
　　　本発明の時計の一般的実施例では、全ての光導出部が、所定の絵画的イメージを形
成するために、主表面１１に対し同一の角度を有する。これにより、ネットワークの反射
面２０に入る光ビームは、同一方向に曲げられる。かくして、ネットワークの各反射面２
０は、反射光ビームを形成する。この反射光ビームの組は、反射光ビームのネットワーク
を形成し、所定方向に絵画的イメージを形成する。
【００３１】
　　　図２に示す場合は、反射面２０と主表面１１の間の角は４５度である。これにより
、主表面１０に直交する方向に絵画的イメージを形成する。かくして、本発明の時計の装
着者は、時計の文字板を法線方向から見ると、ただしダイオード８に電力が与えられてい
る時には、光る絵画的イメージを見ることができる。
【００３２】
　　　本発明は、文字板に直交する方向に形成される絵画的イメージに限定されない。当
業者は、文字板に対し６０度台の角度を有する方向に、例えば６時の位置の方向に絵画的
イメージを形成することもでき、ユーザは自分の腕を大きく回すことなく、絵画的イメー
ジを見ることができる。
【００３３】
　　　一般的に、絵画的イメージが形成される方向は、入射光ビームに対し反射面が形成
する角度で、調整できる。反射表面の法線（ｎ）は、ダイオード反射表面方向と反射表面
観測者の方向を二等分する線に対応する。
【００３４】
　　　光学ガイド１は、必要な品質（特に光の伝搬に関し可視範囲での透明性を含む必要
な品質）を有する如何なる材料からも形成できる。光学ガイドは、ＰＭＭＡ型のプラステ
ィック材料を注入し複製する製造技術、あるいは他の適宜の製造技術により形成できる。
このような製造方法の利点は、簡単な製造方法と安価な製品が得られることにある。
【００３５】
　　　反射面２０は、絵画的イメージを形成するピクセルの組を構成する。反射面２０の
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サイズが小さい程、画像解像度と品質が上がる。
【００３６】
　　　既に述べたように、光導出部の位置が高くなる程その有効表面も広がり、対応する
場所で光学ガイドから抽出される光の量も大きくなる。その結果反射光ビームの光度は、
対応する光導出部の特徴により微細に調整できる。このような調整をベースにして、１個
の光ソースをベースに、「グレイ・レベル」の（使用されるダイオードの色の）絵画的イ
メージを形成することが可能となる。
【００３７】
　　　現在の製造技術を用いて、１０μｍ台の寸法の光導出部を製造することもできる。
反射面２０は、さまざまな形状にできる。例えば平坦形状、反射光ビームの形状を曲げる
／湾曲させることもできる。そして光ビームを拡散さえることもできる。
【００３８】
　　　好ましくは、同一のネットワークに属する光導出部は、少なくとも１つの共通の形
状特徴を有する。すなわち、反射表面の法線は、光学ガイド１と対応する入光表面９の両
方に直交する面に含まれる。この特徴を図１に示す。これにより光の取り出しが最適とな
るようにし、時計の電気エネルギー消費の観点から、利点があり、且つ本発明の光による
装飾が可能となる。
【００３９】
　　　図１に示した構造は、３個の光源により照射される光学ガイド１を形成するが、こ
れにより多色の絵画的イメージが形成できる。
【００４０】
　　　光源は、種々の色の光を放射し、各光源は、それ自身の光導出部ネットワークに関
連付けられている。
【００４１】
　　　本発明の変形例によれば、３個の光導出部ネットワークの各々は、光学ガイド１の
領域内に配置される。この光学ガイド１は、ダイオード８の近傍に配置される（図１）。
【００４２】
　　　別の構成として、３個のネットワークの各々が全光学ガイド表面の大部分に分散し
て配置されている、好ましくは互いに織りなしている。この構造により得られる絵画的イ
メージの一例を、図３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄで説明する。
【００４３】
　　　図３ａ－３ｃは、所定の光源と共働する３個の光導出部ネットワークのそれぞれに
より形成される絵画的イメージを示す。
【００４４】
　　　図３に対応する時計は、３個のダイオード８を有する。これらは、６時の位置（図
３の参照番号８ａ）と２時の位置（参照番号８ｂ）と１０時の位置（参照番号８ｃ）に向
いて配置されている。
【００４５】
　　　各ダイオード８ａ，８ｂ，８ｃは、ある光導出部ネットワークと関連付けられてい
る。図３ａは、ダイオード８ａに電源が入り、それに関連付けられたネットワークの方向
に光を放射した時に、この発明の時計の装着者に見えるよう形成された絵画的イメージを
示す。同様に、図３ｂ、３ｃは、それぞれダイオード８ｂ、８ｃが動作中に形成されたそ
れぞれの絵画的イメージを示す。図３ｄは、３個のダイオード８ａ，８ｂ，８ｃに同時に
電源が入れられた時に形成される多色絵画的イメージを示す。
【００４６】
　　　３個のダイオードと３個の織りなされた光導出部を具備するこの構造体に基づいて
、複数の動作モードが得られる。
【００４７】
　　　例えば、本発明の時計の電子回路は、３個のダイオード８ａ，８ｂ，８ｃがユーザ
による制御部材の活性化に応じて、同時に電源が入るようプログラムすることもできる。
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その結果得られた機能は、１個のダイオードの審美的改善のそれを超えた利点があり、か
くして形成された絵画的イメージが現れ、時計の装着者は周りが暗い時にも指針の位置を
確認できる。
【００４８】
　　　別の構成として、あるいは上記の変形例を補うものとして、時計の電子回路は、ダ
イオード８ａ，８ｂ，８ｃが制御部材の別々の活性化あるいは付加的な制御部材の活性化
に応じて、順番に電源が入るようプログラムすることもできる。しかし、本発明は上記し
た制御部材の動作モード特徴に限定されない。
【００４９】
　　　この変形例によれば、３個の光導出部ネットワークは、ダイオード８ａ、８ｂ、８
ｃの順の放射の結果、順次照射される。
【００５０】
　　　一例として、３個のダイオードに、時計内に配置した加速度計で検出した衝撃に応
答して、同時に電源が入るようにすることも可能である。
【００５１】
　　　連続的に動作するモードにおいては、多色アニメーションを表示すること、すなわ
ち図３ａ－３ｄに示した実施例で、花火を上げることも可能である。
【００５２】
　　　図３ａは、第１の光導出部ネットワークで、第１のダイオード８ａにより放射され
た光ビームのコラボレーションにより得られたアニメーション（動画）の第１の絵画的イ
メージを示す。時計の装着者は、文字盤の上面から、花火の表示の間、ロケットにより残
された軌跡をシンボル化する光った絵画的イメージを見ることができる。
【００５３】
　　　図３ｂは、第２の光導出部ネットワークで、第２のダイオード８ｂにより放射され
た光ビームのコラボレーションにより得られたアニメーションの第２の絵画的イメージの
表示を示す。時計の装着者は、花火の表示の第１ステップでロケットの第１回目の爆発を
シンボル化した光った絵画的イメージをみることができる。
【００５４】
　　　図３ｃは、第３の光導出部ネットワークで、第３のダイオード８ｃにより放射され
た光ビームのコラボレーションにより得られたアニメーションの第３の絵画的イメージの
表示を示す。時計の装着者は、ロケットの第２回目の爆発をシンボル化した光った絵画的
イメージをみることができる。
【００５５】
　　　かくして、３個のダイオード８ａ，８ｂ，８ｃが順番に電源が入ると、時計の装着
者は２回の爆発後の花火を見ることができる、
【００５６】
　　　当業者は、上記したアニメーションの変形例を本発明の範囲を逸脱することなく工
夫することができる。例えば、上記のアニメーションの第３の絵画的イメージの表示に続
いて３個のダイオード８ａ，８ｂ，８ｃを花火のイメージを完成させるために同時に電源
を入れることもできる。
【００５７】
　　　さらに、前記の記載に基づいて、本発明による照射パターンディスプレイを具備し
た時計のさまざまな変形例を実現できる。
【００５８】
　　　例えば、２個の光導出部ネットワークを同一のガイド上に配置して、光ビームの反
射方向を異ならせることもできる。この場合、２個の異なる絵画的イメージが形成され、
別の２つの場所から見ることができる。別の実施例によれば、２つの反射方向の間の角度
を、観測者の目が光学ガイド上で所定の離れた距離にあるときには、２個の画像が立体画
像を形成するようにすることもできる。
【００５９】
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　　　本発明の一実施例を図４に示す。図４は、本発明の光るパターン表示装置を組み込
んだ時計の部分断面図である。この実施例において、光学ガイドは、分針と時針の駆動軸
の周囲の回転運動で駆動される。
【００６０】
　　　ここに示した実施例によれば、電子式時計４０は、少なくとも１個の第１と第２の
光源８と追加的手段５２，５４，５５とを有する。光源８は、光を前記光学ガイド内でさ
まざまな伝搬方向に沿って放射する。追加的手段５２，５４，５５は、光学ガイド５１を
回転駆動する。その結果、複数の光導出部が、交互に第１と第２の光源８と共働する。
【００６１】
　　　電子式時計４０は、ベゼル４２とガラス４３により閉鎖されるバックカバー中間部
品４１を有する。従来の電子式ムーブメントは、ブロック４４により表される。
【００６２】
　　　バックカバー中間部品４１は、プラスティック材料の注入モールドで形成される。
中央スタッド４５は、バックカバー中間部品４１と一体に形成される。バックカバー中間
部品４１の主な機能は、キャノン・ピニオン４６と時針歯車４７を搭載することである。
キャノン・ピニオン４６と時針歯車４７は、互いに従来と同様に、日の裏装置４８により
結合される。日の裏装置４８は、分針ピニオン（カナ）４９と分針歯車５０により形成さ
れる。
【００６３】
　　　文字板２は、これらの輪列の上方に搭載される。図１の光学ガイド１に類似する光
学ガイド５１は、文字板２の上方に搭載される。文字板２と光学ガイド１は、中央スタッ
ド４５により中心が合わされ、あるいは従来手段（図示せず）によりそれぞれの軸方向位
置に保持される。例えば中間部品の適宜の肩部上に静止することにより、保持される。
【００６４】
　　　この実施例によれば、追加的中間歯車セット５２が具備され、そのピニオン５３は
、分針歯車５０と噛み合う。
【００６５】
　　　さらに、光学ガイド５１は、環状肩部５４を有する。この環状肩部５４は、その主
面に直交し、光学ガイド５１の周囲に形成され、時計のムーブメントの方向に延びる。環
状肩部５４は、内側表面上に配置された歯列５５を搭載する。歯列５５は、追加的中間歯
車セット５２の歯車５６と噛み合う。キャノン・ピニオンと光学ガイドとの間の力学的連
結により、光学ガイドは、表示用指針（図示せず）と同一方向に回転駆動される。
【００６６】
　　　さらに、少なくとも１個のダイオード８が、光学ガイド５１の反対側にある中間部
品内の適宜の場所に配置される。電気的接続手段が、ダイオードの電気端末とバッテリ５
７の供給端末とを接続する。バッテリ５７は、時計の電力源として用いられる。ダイオー
ド８は、ベゼルによりカバーされた中間部品の領域に配置され、時計のガラスを介して見
えなくなる。
【００６７】
　　　好ましくは、４個のダイオード８が、それぞれ１時と２時の間、４時と５時の間、
７時と８時の間、１０時と１１時の間に配置される。図１で説明したのと類似の１個ある
いは複数個の入光表面９が、光学ガイド５１の側面上の特定の場所に配置される。４個の
ダイオードが時計内に配置される場合には、１個と４個の間いずれかの個数の入光表面９
が配置される。
【００６８】
　　　光学ガイドを駆動する機械的連結の特徴は、光学ガイド５１は、分針と同一回転速
度で駆動される点である。
【００６９】
　　　上記の構造をベースにすると、種々の動作モードが、装飾パターンを形成する。
【００７０】
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　　　基本的な実施例においては、１個の反射面２０が光学ガイド５１の上部表面の「四
半分」に対応する領域内に配置される。この「四半分」は、分針が２等分するラインを形
成するように配置される一実施例である。
【００７１】
　　　好ましい実施例によれば、４個のダイオード８がさまざまな色の光ビームを放射す
る。
【００７２】
　　　光導出部ネットワークを搭載する四半分（装飾的四半分と称する）が、ダイオード
８の内の１つのダイオードの反対側に中心があるときには、ダイオード８は、発光するよ
うパワーが加えられと、最大光度の装飾的パターンが得られる。装飾的四半分が、中心位
置とは別の位置にあるときには、上記したように、形成された装飾的パターンの光度は、
装飾的四半分がその中心位置から動くにつれて減少する。
【００７３】
　　　かくして、ユーザは装飾的パターンのディスプレイを活性化する（例えば制御部材
を活性化する）ことにより、パターンの色と光度は、分針の文字板に対する位置に依存す
る。
【００７４】
　　　光度の変化を平滑にしようとする場合には、入光表面９を省くことも可能である。
すなわち後者の場合、ダイオードから光学ガイド内への光の伝搬は、四半分が中心位置に
あるか否かにかかわらず同じように起きる。
【００７５】
　　　逆に、入光表面９が光学ガイド５１の側面に配置されている場合は、入光表面の１
つがダイオードの１つに対向して配置されている時に、ダイオードから光学ガイドの内側
への光伝搬が最適となる。光学ガイドが回転駆動される場合は、関与するダイオードは、
徐々に光学ガイドの環状側面表面に向かい合う位置に移り、光学ガイドの内側へ光伝搬は
、減る。光学ガイド内の光伝搬の品質の差は、形成される装飾パターンの光度に大きな変
化を与える。反射面２０が徐々にダイオード８とは向かい合わない方向に向くにつれて、
光度は、その後徐々に減少する。
【００７６】
　　　光学ガイドが回転すると、装飾的四半分は次のダイオードに移る。次のダイオード
に電源が入ると、装飾的パターンは、ラインを二分割する装飾的四半分がダイオードに近
づくにつれて、光度は徐々に増加する。
【００７７】
　　　この実施例によれば、各装飾的四半分上に配置された反射面２０は、交互にダイオ
ード８のそれぞれと共働する。かくして、各装飾的四半分に配置された反射面２０は、ダ
イオード８により順に照射される。
【００７８】
　　　本発明の変形例として、装飾的パターンが光学ガイドの四半分よりもより広い表面
をカバーすることもできる。光学ガイド５１は、複数の反射面２０を有することもでき、
例えば四半分当たり１個のネットワークにより４個の装飾的パターンが同時に形成され、
各パターンの色は他のパターンとは異なるようにすることもできる。
【００７９】
　　　第２の光学ガイド（図示せず）を光学ガイド５１に重ねて配置し、時針の回転で制
御することもできる。このために、この種の光学ガイド５１は、時針を配置する前に、時
針歯車パイプ上で直接駆動することもできる。追加的なダイオードの組を、中間部品に、
追加的光学ガイドに対向して配置することもできる。
【００８０】
　　　別の構成として、時針と分針を回転ディスクで置き換えることもできる。この場合
、本発明は、２個の光学ガイドの形態で時間と分を表すディスクを形成することにより、
実現できる。これら２個の光学ガイドの第１のものは、光導出部のネットワークを有し、
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それらが照射された時に時針の形状を有する照射パターンを形成する。第２の光学ガイド
は、光導出部のネットワークを有し、それらが照射された時に分針の形状を有する照射パ
ターンを形成する。時計の文字板の周囲に規則正しく分散配置した３個あるいは４個のダ
イオードの組を具備し、最大の異なる入射方向を有する光学ガイドを照射することもでき
る。
【００８１】
　　　必要に応じて、特にダイオードを配置するためにベゼルの下の自由空間に応じて、
いかなる数のダイオードも搭載することが可能である。電力消費とスペースの観点からす
ると、１組のダイオードを配置するのが好ましいが、これは、ダイオードの有効光ビーム
の伝送高さが、２個の結合した光学ガイドの厚さをほぼカバーするのに十分な時である。
【００８２】
　　　図２ｂに示す変形例によれば、各光源用のダイオード８を、光学ガイド１の主表面
１１に直交する方向に向ける。すなわち、ダイオード８が光を垂直上方向に放射する。図
２に示す実施例においては、ダイオード８は、補助主面１２に直交するよう光を放射する
ことも可能である。
【００８３】
　　　ダイオード８は、ここでは光学ガイド１の下に、補助主面１２に近接して配置され
る。この場合、入光表面９は、主表面１０、１１に平行である。好ましくは、光学ガイド
１の主表面１０の円周部分６０は、主表面１１の方向に湾曲する。その結果、ダイオード
８からの放射光は、光学ガイド１の周辺方向に向けられ、円周部分６０で反射し、ダイオ
ード８に関連する反射面２０の方向に向けられる。
【００８４】
　　　この変形例によれば、「端面発光ダイオード」ではなく「面発光ダイオード」が、
プリント回路基板に対し用いられる。
【００８５】
　　　ここに開示した時計の操作の観点からすると、ダイオードは、エネルギー節約のた
めに永続的にパワーを加えることはない。かくして、時針と分針の形状をそれぞれする照
射パターンのディスプレイは、時計の電子回路により、制御部材の活性化に応答して制御
される。かくして、本発明の時計は、オリジナルで個性豊かな外観を呈し、ダイオードに
電源が入れられた時に、時間表示用に優れた読み取りやすさを提供する。
【００８６】
　　　時計の構造と制御部材の性質と数と、ダイオードの配置は、単なる一実施例である
。本発明は、制御回路を適宜プログラミングすることにより、パラメータを変えられる限
り、動作モードと動作モードを活性化する手段も上記実施例に限定されるものではない。
本発明の時計を特定の要件に合わせることは、当業者は本明細書を参照することにより容
易に可能である。特に、光導出部は、光が透過し、光学ガイドを出るときに光誘導表面を
有する隆起部分の形態で形成することもできる。
【００８７】
　　　時計に文字板を配置せずに、文字板の機能を直接実行する光学ガイドおよび指針駆
動歯車が、時計の装飾者に魅力的な外観を有するようにすることも可能である。同時に光
学ガイドを時計のガラス面で直接形成することも可能である。このような場合、ガラス面
は内側表面に配置された光導出部を有し、それに対する光源が別の領域に配置されて、ガ
ラスの端部方向に光を放射するよう構成することもできる。
【００８８】
　　　本発明の変形例として、光学ガイドの側面を光入射表面の外側の反射コーティング
でカバーすることも可能である。これにより、光が側面に到達し光学ガイドから出る光ビ
ームの損失を抑えることができる。
【００８９】
　　　以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば
、本発明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含され
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る。特許請求の範囲の構成要素の後に記載した括弧内の番号は、図面の部品番号に対応し
、発明の容易なる理解の為に付したものであり、発明を限定的に解釈するために用いては
ならない。また、同一番号でも明細書と特許請求の範囲の部品名は必ずしも同一ではない
。これは上記した理由による。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の第１実施例のアナログ表示時計の表示手段の展開斜視図。
【図２】図１の光学ガイドの断面図。
【図２ｂ】光源が光ガイドの主面の一方に直交して方向付けられる変形例を表す図。
【図３ａ】動画パターンを形成する為に連続的に形成されたイメージの一例を表す図。
【図３ｂ】動画パターンを形成する為に連続的に形成されたイメージの一例を表す図。
【図３ｃ】動画パターンを形成する為に連続的に形成されたイメージの一例を表す図。
【図３ｄ】動画パターンを形成する為に連続的に形成されたイメージの一例を表す図。
【図４】本発明の変形例による時計の断面図。
【符号の説明】
【００９１】
１　　光学ガイド
２　　文字板
３　　時針
４　　分針
５　　時間記号
６，７　中央開口
８　　ダイオード
９　　入光表面
１０，１１　主表面
１２　側面
１９　光導出部
２０　反射面
４０　電子式時計
４１　バックカバー中間部品
４２　ベゼル
４３　ガラス
４４　ブロック
４５　中央スタッド
４６　キャノン・ピニオン
４７　時針歯車
４８　日の裏装置
４９　分針ピニオン
５０　分針歯車
５１　光学ガイド
５２　追加的中間歯車セット
５３　ピニオン
５４　環状肩部
５５　歯列
５６　歯車
５７　バッテリ



(13) JP 2008-522173 A 2008.6.26

【図１】

【図２】

【図２ｂｉｓ】

【図３ａ】

【図３ｂ】 【図３ｃ】
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【図３ｄ】 【図４】
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